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第２節「創る」～人と地域の夢や希望を実感できるために～
施策２３２ 結婚・妊娠・出産の支援

１ 健やか親子支援事業
（１）長期療養児等ハイリスク児訪問指導

地域での在宅支援が必要なため医療機関、児童相談所、各市町母子保健担当者

から情報提供のあった児とその保護者に対して市町と連携して虐待予防の視点も

含め育児支援を行いました。

対 象 ： 長期療養児（ハイリスク児）とその保護者

訪問件数 ： 延べ４件 （実件数２件）

電話相談 ： 述べ１５件（実件数１４件）

（２）連絡調整及びケース検討会

参加機関 ：医療機関関係者、市町担当者、児童相談所、訪問看護ステ

ーション等支援に関わる関係者

内 容 ：子育て困難ケースに対して情報の共有化と支援の検討

出席回数 ：５回

（３）思春期健康支援

思春期は、身体的・精神的発達の変化が最も大きいため特有な悩みが多く、そ

の対応が将来の健康に大きく影響を与えることから、正しい知識を伝え健康的な

生活を送れるよう支援しました。

① 来所、電話相談

思春期の身体やこころに関する相談を随時実施しました。

相談件数 ： 延べ１２件

② 関係機関との連携

南勢地区の高等学校の生徒指導連絡協議会に出席し、各関係機関とともに

思春期の問題を共有するとともに、思春期の健康増進のための情報を提供し

ました。

出席回数 ： ２回

基本事業２３２０３ 切れ目のない妊産婦・乳幼児ケアの充実
（主担当 地域保健課）

三重県版「健やか親子いきいきプランみえ（第２次）」に基づいて、「子どもを産

み、育てる人にいつも寄り添い、すべての子どもが健やかに育つ三重」を目指して、

地域支援体制の充実に向け取り組みます。
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（４）母子保健体制整備

管内市町母子保健担当者の情報交換やスキルアップを図ることで保健所、市町の

役割を明確にし、途切れのない母子保健支援体制を整備しました。

開 催 日 参加数 内 容

第１回

平成30年

7月 30日(月)

16人

母子保健担当者意見交換会

各市町の母子保健取組の現状と課題について

産婦健康診査事業の実施について

子育て世代包括支援センターの設置について

第２回

平成31年

3月 4日(月)
12人

講演

「乳幼児の運動発達の診方について」

講師

社会福祉法人恩賜財団 済生会明和病院

なでしこ 施設長 医師 山川 紀子 氏

２ 小児慢性特定疾病医療費助成

長期にわたり療養を必要とし、療養のために高額の費用を必要とする小児慢性特

定疾病（14疾患群）の患者に対して児童等の健全な育成を図るために、医療支援を

行いました。

平成30年 3月 31日現在
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３ 特定不妊治療費助成事業
指定された医療機関において、特定不妊治療（体外受精か顕微授精）を受けた夫

婦を対象に、治療費の一部を助成しました。

平成29年度

申請数 承認 不承認

166 166 0


